
2/18の司牧評議会にて総括

玉 里 小 教 区
発 足 5 0 周 年

実 行 委 員 会 解 散

　

巡
礼
第
二
弾
と
し
て

奄
美
大
島
巡
礼
が
二
月

二
十
七
〜
二
十
九
日
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
一

日
目
は
泉
神
父
様
と
十

名
の
信
徒
（
女
性
五

名
・
男
性
五
名
）
が
二

台
の
レ
ン
タ
カ
ー
に
分

乗
し
、
先
ず
、
ば
し
ゃ

山
村
で
の
昼
食
後
、
瀬

留
教
会
（
グ
レ
ゴ
リ
オ

神
父
様
）
・
芦
花
部
教

会
・
浦
上 

教
会
・
小

宿
教
会
（
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
神
父
様
）
を
訪
問
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
の
建

築
様
式
と
歴
史
の
違
い

を
感
じ
ま
し
た
。
夜
は

生
の
島
唄
を
聴
き
な
が

ら
の
島
料
理
の
食
事
で

し
た
。
二
日
目
は
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
の
森
カ
ヌ
ー

体
験
、
世
界
遺
産
登
録

記
念
館
、
ホ
ノ
ホ
シ
海

岸
の
散
策
を
し
た
後
、

大
熊
教
会
で
泉
神
父
様

司
式
の
ミ
サ
（
泉
神
父

様
の
母
上
も
出
席
）
に

与
り
、
ミ
サ
後
は
大
熊

教
会
で
大
勢
の
信
徒
と

の
懇
親
会
が
催
さ
れ
、

泉
神
父
様
・
藤
山
兄
弟
、

園
田
真
由
美
さ
ん
他
の

ゆ
か
り
の
方
々
が
大
勢

参
加
し
て
家
族
団
欒
の

雰
囲
気
で
し
た
。
三
日

目
は
聖
心
教
会
（
鈴
木 

神
父
様
）
・
大
笠
利
教

会
（
内
野
神
父
様
）
、

奄
美
パ
ー
ク
（
田
中
一

村
館
）
、
そ
し
て
有
川

夫
妻
が
収
穫
中
の
ト
マ

ト
農
園
（
ト
マ
ト
狩
り

体
験
）
、
村
田
さ
ん
管

理
の
マ
ン
ゴ
ー
ハ
ウ
ス

を
見
学
し
た
後
、
喜
界

島
を
望
む
あ
や
ま
る
岬

を
散
策
し
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。
紙
面
の
都
合

上
こ
こ
に 

書
か
れ
て

い
な
い
多
く
の
奄
美
大

島
の
方
々
に
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

Ａ
・
Ｓ

奄
美
巡
礼
の
報
告

奄
美
巡
礼
の
報
告

　

主
の
ご
復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
で
き
る
準
備
を
通
し

て
の
喜
び
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
、
年
に
一
度

の
喜
び
の
日
が
小
教
区
共
同
体
に
と
っ

て
、
よ
り
大
き
な
喜
び
に
な
り
ま
し
た
。

親
子
４
名
の
洗
礼
が
重
な
り
、
久
し
ぶ

り
に
喜
び
を
喜
び
と
し
て
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
家
族
に
と
っ
て
の
喜

び
の
準
備
が
、
共
同
体
に
と
っ
て
も
喜

び
を
迎
え
る
準
備
の
期
間
と
な
る
機
会

を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の

小
教
区
発
足
５
０
周
年
の
お
祝
い
の
実

り
が
、
教
会
学
校
の
始
ま
り
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
ミ
サ
に
参
加
す
る
姿
、

そ
し
て
そ
の
思
い
が
共
同
体
一
人
ひ
と

り
に
新
し
い
風
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
「
イ
エ
ス
が
当
時
の
人
々
に
と

っ
て
神
と
の
出
会
い
を
も
た
ら
す
し
る

し
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
復
活
後
の
時
代

で
は
、
教
会
が
そ
の
存
在
と
活
動
を
通

し
て
キ
リ
ス
ト
と
の
出
会
い
を
も
た
ら

す
場
、
そ
の
し
る
し
と
な
っ
て
い

る
。
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
喜

び
が
家
族
の
姿
を
通
し
て
、
こ
の
こ
と

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

玉
里
教
会
主
任
司
祭

泉　

浩
二 

神
父

ア
レ
ル
ヤ　

ア
レ
ル
ヤ

　

復
活
祭
に
古

木
家
の
四
名
の

親
子
が
揃
っ
て

洗
礼
式
に
望
み

ま
す
。
志
願
者

は
古
木 

美
和

さ
ん
・
美
音
ち

ゃ
ん
・
向
日
葵

ち
ゃ
ん
・
菜
々

依
ち
ゃ
ん
。
代

母
は
二
人
の
大

叔
母
も
努
め
ま

す
。

　

写
真
は
３
月
10

日
の
洗
礼
志
願
式

の
様
子
。

洗
礼
の
喜
び

洗
礼
の
喜
び
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 主 任 司 祭 　　泉  浩 二  神 父

 信 徒 総 代 　　　藤 山  義 和

  編　　集　　　　 広 報 委 員

ALLELUIA

情 報 ひ ろ ばた  ま  ざ  と

主 な 行 事

3/31㈰ 

　復活祭
主任司祭の叙階記

念日(3/25)も合わ

せてお祝いします。

4/21㈰ 

　司牧評議会  

4/28㈰ 

　信徒総会

3月17日の司牧評議会から

　

業
者
に
よ
る
見

立
て
は
全
体
的
に

白
蟻
に
よ
る
被
害

が
進
行
し
て
お
り
、

土
台
か
ら
危
な
い

状
況
。
修
理
す
る

段
階
で
は
な
い
。

　

取
り
壊
し
費
用

は 

約
２
１
０
万
。

建
て
替
え
る
と
な

る
と
プ
レ
ハ
ブ
で

も
１
千
万
と
の
こ

と
で
す
。

　

ベ
ラ
ン
ダ
の

崩
落
部
分
に
雨

が
吹
き
込
ま
な

い
よ
う
に
応
急

処
置
が
必
要
な

の
で
、
ア
ナ
グ

マ
対
策
と
合
わ

せ
て
３
月
20
日

に
壮
年
会
が
行

っ
た
。

ど
う
し
よ
う
？ 

司
祭
館

抜
本
的
な
検
討
は
！



日 曜日ミサ 典礼暦 小教区及び主任司祭の予定 当番 班会

1 月 ○ 復活の月曜日 午前　テクム

2 火 ○ 復活の火曜日

3 水 ○ 復活の水曜日

4 木 ○ 復活の木曜日

5 金 ■ 復活の金曜日 10:30 ロザリオ会

6 土 ○ 復活の土曜日 ③④ ③④

7 日 ☆

 復活節第2主日
(神のいつくしみの主日）

新潟教区司教座教会献堂記念日
③④ ①②⑤

8 月 ○ 神のお告げ（祭）

9 火 ○

10 水 ○

11 木 ○ 聖スタニスラオ司祭殉教者（記）

12 金 ■

13 土 ○ 福岡教区司教座教会献堂記念日 ⑥⑦

14 日 ☆ 復活節第3主日 ⑥⑦ ⑥⑦

15 月 ○ 午前　テクム

16 火 ○ 新潟教区司教座教会献堂記念日

17 水 ○

18 木 ○

19 金 ■ 10:30 ロザリオ会

20 土 ○ ①②⑤

21 日 ☆
復活節第4主日

世界召命祈願の日
ミサ後　司牧評議会 ①②⑤

22 月 ○ 午前　テクム

23 火 ○

24 水 ○

25 木 ○ 聖マルコ福音記者（祝）

26 金 ■

27 土 ○ ③④

28 日 ☆ 復活節第5主日 信徒総会
小教区報発行

③④

29 月 ○ 聖カタリナ-シエナ-おとめ教会博士（記）

30 火 ○

31 水 ○

1 木 ○

　　　　班長

①・②　村山 麗子
③・④　森 忠親
  ⑤  　藤山 幸子
  ⑥　　藤田 真由美
  ⑦　  東 友子 ※敬称略

4月の予定（2024年）

【　凡例　】 《ミサ》 ☆＝9：00 　★=10：00　○＝6：30 　■＝18：30　△＝19：00　▲＝20：00    ×＝なし

予定表の変更は発行日（毎月末日曜）の３日前までに広報委員へご連絡ください

　　　　　 役員

信徒総代　 藤山 義和
副 総 代 　藤山 喜和義
副 総 代 　崎山 弥生
書　　記 　外山 映子
　　　　　　教会　TEL 226-3821　　FAX 226-4052




